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 第２回文化講座 

盛岡弁で聞く城南地区昔語り 

 ６月27日（木），城南地区地域づくり委員会

（小森資司委員長）は，山王老人福祉センター

で，「城南地区昔語り」と題した第２回文化講

座を開催しました。 

 ふるさとガイドを勤めている花田陽子氏が講

師として登壇し，城南地区にちなんだ昔話を盛

岡弁で語りました。講演内容は，上ノ橋の擬宝

珠 や天満宮にまつわる言い伝え，新庄界隈の歴

史などの４話。参加者は，花田氏の親しみあふれ

る語り口調に惹きこまれ，熱心に耳を傾けてい

ました。時には，昔の懐かしい記憶を思い出し

た様子で相槌を打ったり，笑いがあったり，昔

話クイズで盛り上がったりなど，和やかな雰囲

気の中で，

地域の歴史

や魅力を再

認識するこ

とができた

講演会でし

た。 

 

  

岩手・地元で活用できる 

新たな財源を知るセミナー 

 ７月５日（金），いわて県民情報交流セン

ター（アイーナ）で，「岩手・地元で活用でき

る新たな財源を知るセミナー」（NPO活動交流セ

ンター主催）が開催されました。講師として登

壇したのは，（公財）地域創造基金さなぶりの

鈴木祐司専務理事。 

 鈴木さんは，「相続人不存在等の理由により

国庫へ帰属する個人資産の額は年々増加してい

るが，せっかく貯めたお金が国のものになって

しまうのは勿体無い。もし仮に，そのお金が地

域のために使われたとすると，もっと地域は潤

うはず。今の時代，終活（あらかじめ遺言を書

いておく等）をしておくこともある種の資金調

達であると言える」 と解説。参加者は，「新た

な視点を持

つことがで

きた」と，

充実した様

子を見せて

いました。 

令和元年度 宝くじ助成 で 

備品を整備しました！ 

 （一財）自治総合センターは，地域社会の健全

な発展と住民福祉の向上を図るため，宝くじの社

会貢献広報事業として，コミュニティ活動備品の

整備やコミュニティセンターの建設等に対するコ

ミュニティ助成事業を行っています。 

 今年度は，稲荷町内会（工藤由春会長）が令和

元年度一般コミュニティ助成事業の採択を受け，

会議用テーブルやパイプ椅子，音響機材といった

コミュニティ活動に必要な備品を整備しました。 

 一般コミュニティ助成事業及びコミュニティセ

ンター助成事業につ

いて，令和２年度の

申請を希望される団

体には，実施要領及

び申請書等をお送り

しますので，市民協

働推進課まで御連絡

ください。 

 なお，実施要綱等

は（一財）自治総合

センターのホームペー

ジ（http://www.jichi-

sogo.jp/lottery/

comunity） からも入手

可能です。 

【連絡先】 

 市民協働推進課 協働推進係 

  電話：019-626-7535（直通） 

  メール：kyodo@city.morioka.iwate.jp 

【申請書等提出期限】 

 令和元９月25日（水）必着 

（ 令 和 元 年 ９ 月 発 行 ） 
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 ８月17日（土），仙北一丁目の明治橋上流右

岸河川敷で，盛岡の夏の風物詩である「盛岡

舟っこ流し（同協賛会主催）」が行われまし

た。 

 舟を製作したのは，市内の町内会・自治会等

14団体。多くの町内会・自治会にとって，舟の

制作はこの時期の恒例行事となっており，大人

だけでなく，地域の子ども達も手伝い舟を完成

させます。 

 ちょうちんや造花によって船頭から船尾まで

鮮やかに装飾された舟が，大きな炎をまとい川

を流れる様は圧巻の一言。舟に火が灯される度

に，詰めかけた観客から歓声が上がりました。 

 舟っこ流しは，灯篭(とうろう)流しとともに

先祖の霊を送り無病息災を祈る伝統行事。その

歴史は約280年前にまでさかのぼるとも言われて

おり，市の指定無形民俗文化財に指定されてい

ます。 
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松園地区まちづくり委員会 環境安全部会 

魅力再発見 「松園、いいよね！」 

スタート 

▲至 滝沢市 

▲至 ゆぴあす 

至 松園バスターミナル 

▼至 県営野球場 

手入れの行き届いた法面を見学 
法面の整備を行っている人

（近隣住民）から話しを聞く 

「せせらぎ緑地」の樹木を観察 

「小鳥沢公園」の樹木を観察 

「緑の里近隣公園」のひょうたん池の様

子や、動植物を観察 

 ７月20日（土），松園地区まちづくり委員会 環境安全部会（佐藤英司部会長）は，これまでの

活動内容を振り返り，今後の活動のあり方を検討するため，まち歩きを実施しました。コースは，

毎年ホタルの観察会等を行っている「松園子ども自然観察園」から，昨年，ひょうたん池の泥上

げ・生き物保護大作戦を行った「緑の里近隣公園」まで。途中，近隣住民により手入れされた「東

松園四丁目の法面」や，緑地の樹木などを観察しました。同部会では，まち歩きで見聞きした状況

をふまえ，松園の魅力向上のため，今後どのような活動を展開するか，改めて検討していきます。 

※松園地区自治協議会（工藤健一会長）は，平成25年

10月に，『松園地区 地域づくり計画書』を策定。「松園

地区地域協働推進委員会」を中心に，様々な事業を

行ってきました。事業開始から５年を迎えたことを機に，

事業内容や組織を見直し，令和元年５月に「松園地区

地域協働推進委員会」を「松園地区まちづくり委員会」と

改称。５つあった専門部会を，３つに統合しました。 

「松園子ども自然観察園」

からスタート 

ゴール 

 

▲
 

 ７月25日（木），市と“世界につながるまち盛岡”市民会議

は，ILC誘致に向けての機運醸成と市民意識のより一層の高揚を

図るため，「ILCで世界につながるまち盛岡市民大会」を開催し

ました。会場となったいわて県民情報交流センター（アイーナ）

の小田島組☆ほ～るには，市民ら約250人が集結。ILCの誘致が実

現することによって地域の経済や産業にもたらされる影響につい

て，理解を深めました。 

 後半は，「ILCで世界とつながる盛岡のまちづくり」を

テーマに，パネルディスカッションが行われました。 

 コーディネーターとして，岩手県立大学の石橋敬太郎教

授が登壇。パネリストとしては（公財）盛岡国際交流協会

登録ボランティアのゴンザレス・カルロス・ハビエル氏，

（公財）盛岡観光コンベンション協会の大櫻薫氏，（一

社）盛岡青年会議所の伊藤淳之介理事長の３名が登壇。道

路案内標識や時刻表の多言語表示といったハード面での国

際化のみならず，幼いうちからの多文化教育といったソフ

ト面からのアプローチも重要であるとの指摘がされ，多角

的な国際化の必要性が議論されました。 

 大会の前半では，岩手県理事兼政策地域部ILC推進室の

佐々木淳室長による「ILC（国際リニアコライダー）計画

の現状と盛岡の役割」と題した講演が行われました。 

 佐々木室長は，ILCの誘致が実現した場合，研究者や留

学生など，少なくとも数千人規模の外国人の流入が見込

まれるとの試算を公表。市民の国際理解の推進と，外国

人受入れ環境の更なる整備の必要性を呼びかけました。 

 なお，日本政府も本年３月にILC誘致についての関心を

表明しており，10月には仙台市でリニアコライダー国際

会議「LCWS2019」の開催が決定しているなど，今まさに誘

致に関わる重要な局面を迎えていると言えます。 

▲至 ゆぴあす 

 
 ILCとは，国際リニアコライダー（International Linear Collider）

の略で，国際協力によって設計開発が推進されている次世代の直線型

衝突加速器のことです。 

 電子と陽電子を光速に近い速度まで加速させて正面衝突させること

で，宇宙の始まりとされている「ビッグバン」から１兆分の１秒後の

状態を人為的に再現することができ，宇宙誕生の謎等を解明できると

考えられています。 


